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1.群馬県のご紹介
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・関東地方（北関東）
東京から新幹線で49分

群馬県



1.群馬県のご紹介

伊香保温泉

みなかみ
尾瀬

谷川岳奥四万湖

草津温泉
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2.群馬県のEBPM推進の状況について
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① R4年度の状況
R4.7月 「群馬県庁 EBPM 推進方針」の策定

R5当初予算編成でのロジックモデル様式の試行開始



2.群馬県のEBPM推進の状況について
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② R5、6年度の状況
R5.4月～ ３つの取組方針に応じた取組を実施

  基盤サイト＆モデル事業構築、職員研修を新規実施

予算編成でのロジックモデル様式の活用は継続



2.群馬県のEBPM推進の状況について
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R4年度～６年度の気付き
～主に①予算編成でのロジックモデル等活用

• 予算提出のタイミングでは、ペーパーワークとなりがちでは。

⇒夏場の部内検討からの活用を呼びかけ

• 作成しても効果が得られにくい、「向いていない事業」がある

のではないか。

⇒言語化・類型化したうえで、庁内で共有

 無理な作成は非推奨、徒労感のみの作業は回避



3.具体的な事例のご紹介

県庁内フリーアドレス
導入の効果検証

アートワークショップの
効果検証

国スポに向けた機運
醸成に係る伴走支援

モデル事業・伴走支援事例の一部（R6年度）
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※R5年度からのモデル事業 ※R5年度からのモデル事業
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3.具体的な事例のご紹介

＜事業概要＞
業務内容や目的に合わせて、働く場所や時間を自由に選択できる働き方、
Activity Based Working (アクティビティ・ベースド・ワーキング) の一環とし
て、県庁内でフリーアドレス化を進めている。

• 一般に効果があると考えられているが
エビデンスが明らかでない取組。

• 段階的に進める事業であり、差の差分
析で効果を確認できる。

• 母集団が県職員であり、ほぼ全員を対
象にアンケートを実施できる。

① 県庁内フリーアドレス導入の効果検証

紹介のポイント



3.具体的な事例のご紹介

検証実施

＜実施内容＞

事例を通した周知

• 次スライドのとおり、差の
差分析により、効果を検
証。

• 差の差分析以外の分析
も実施。

• 今後、フリーアドレス化を
進めていくうえで、有益な
ヒントが得られた。

• 多くの県庁職員がアン
ケートに参加。

• 分析等、とりまとまった結
果報告を庁内サイトに掲
示し、アンケート調査が
狙っていたことなど、事後
的にお知らせ。EBPMの
認知につなげる。

※R6年度 ※R7年度

検証方法の設計

• ABWは誰にどんな行動
変容を促したいのか将来
像を設定。

• 上記をどんな指標で測れ
るか、アンケートの設問に
落とし込む

• アンケートの取り方や、タ
イミングを設計。

※R5年度

① 県庁内フリーアドレス導入の効果検証



11委託事業成果報告書より抜粋



12委託事業成果報告書より抜粋



LINE 本文ページ

委託事業成果報告書より抜粋
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3.具体的な事例のご紹介

② 群馬パーセントフォーアート事業
＜事業概要＞
アートの持つ様々な力を活用して、人々を惹きつける求心力を持つ群馬県の実
現と県民の幸福度の向上を図るため、県予算の一定割合を、アート振興に充て
る。全国初の条例 「群馬パーセントフォーアート」推進条例を制定。

• 自由度が高いなかでどんな事業を実施
すればよいのか検討のためロジックツ
リーを作成。

紹介のポイント



3.具体的な事例のご紹介

ロジックツリーによる整理

② 群馬パーセントフォーアート事業
＜実施内容＞

アートワークショップの効果検証

• 次スライドのとおり、
パーセントフォーアート事業全体
をロジックツリーで整理。

• 先行して事業化されていた打ち
手もロジックの中に位置づけ。

• 特に将来像の設定に苦心。

• アートによる地域の魅力向上に
向けた取組として、アートワーク
ショップを計画。

• より効果の高い事業とするべく、
効果検証を企画。

• 来年度事業に向けた気付き。

※R5年度 ※R6年度
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パーセントフォーアート推進 ロジックモデル

群馬県内の企
業がアートに対
する投資を積
極的に実施す
るサイクルが確
立している

群馬県内には
生業としてアー
ト活動ができ、
アート関連の
人材が集積し
ている

群馬県民が企
業やアーティス
トのアート活動
を評価するとと
もに、多くの県
民が自らアート
活動に取り組
んでいる

企業・市町村

県民

群馬県の企業がアートを企業活動
に取り入れたいと考えていない

群馬県の企業が県内でアーティス
トを見つける・依頼することができな

い

群馬県の企業がアーティストを適
切にマネジメントすることができない

【県】【市町村】パブリックアート推進

【県】ラーニングプログラムの実施／
専門職の派遣

【県】アーティスト支援（働く場）の
充実

【県】群馬モデル形成事業
企業×デザイン等

【県】ＡＩＲ施設・ビレッジの整備

【県】群馬初・発クリエティブ・
オリジナル作品の制作

【県】県内集客地でデジタル展示を
実施

【県】障害者芸術文化活動
支援センター（こ・ふぁん）運営

行政の取組

群馬県では収入を得ることのできる
アート活動の機会が少ない

群馬県ではアーティストとして成長
することのできる機会が少ない

群馬県ではアート活動に取り組む
ための拠点が十分にない

課題

目標

• 企業活動にアートを取り入れた事例が特定の業種への偏りが大きい
（例：建設業でのみ事例がある 等）

• アートを企業活動に取り入れた事例は規模の大きな企業でしかない
• 全国的には事例が豊富にある一方で、群馬県の企業が把握できるような
状態となっていない

• 企業によるアート活動は慈善事業・メセナのイメージが強く、収益等のため
にアートを活用するイメージがない

• 類似企業・付き合いのある企業においてアートで収益向上を実現した事
例がないためアートを活用することで収益等が向上することを見込めない

• 群馬県内の企業は県内にどんなアーティストがいるのか知らない
• 群馬県内の企業はアーティストへの依頼方法、報償の相場等を知らない

• アーティスへの依頼を実施することは可能である一方、期間内での対応の
依頼・アート作品の修正依頼・事後的なアート作品の取扱い方法などマ
ネジメント方法における不安が大きい

• 東京都内では多くのアーティストが活動している一方で、群馬県内では
アート学べる大学が桐生大学短期大学部アード・デザイン学科のみなど、
活動の場が少ないため縁あるアーティストが少ない

• 群馬県内ではアーティスト活動により十分な収入を得ることができないため、
群馬県内で生業としてのアーティストとして活動することが困難である（群
馬県にアーティストが定着しない）

• 群馬県ではアート作品を展示する機会、他のアーティストと交流する機会、
アート作品について指導を受ける機会などが少ないため、成長を目指す
アーティストは他地域に転出している

• 群馬県には腰を据えてアート作品の作成に取り組むための場所・拠点が
不足しているためアーティストは他地域に転出している

• 群馬県内でアートに触れる機会が少ないため、県民のアートに対する意識
が高まりにくい

• 前橋市など一部の地域ではアートに触れる機会が比較的多い一方、他の
地域ではアートに触れることが困難である

• 県民が県内にどんなアーティストがいるのか知らない。
• 県民とアーティストをつなぐコーディネーターがいない。

アーティスト

他にはな
い価値を
持ち人を
惹きつける
求心力を
持つ

県民幸福
度の向上

群馬県の企業が企業活動への
アートの取入方法を理解していな

い

群馬県内に
おいて

アートによる
生産性向上
が実現している 【県】【市町村】パブリックアート推進

【県】【市町村】パブリックアート推進

地域全体

地域全体の調整を行う
キーパーソンとしてコーディ
ネータが活躍している

【KPI】コーディネータ数
【KPI】コーディネータ参画

プロジェクト数

群馬県ではアートに触れる機会が
少なく、アートの有効性を理解して

いない

• 地域全体のアート振興や街づくりへの活用には、専門の知識や経験が必
要だが、そのような人材がいない

【県】コーディネータの選定・育成

地域全体のアート振興・街づくりの
マネジメントを行う人がいない

県民が地域の課題を解決する手
段としてアートを活用していない

【県】アート・エコシステム調査研究
事業

【県】デザイン・アートDB構築、Ｈ
Ｐ作成

【県】アート支援団体育成事業

県民が地域づくりにおいて、
アートを活用している

【KPI】参加者数
【KPI】活動数

群馬県内に生業としての
アーティストが多く存在する

【KPI】自立人数
        活動数

群馬県内の多くの企
業・市町村が生産活
動等においてアートを

活用している

【KPI】アートへの投資
額【KPI】市町村アート

事業数

群馬県に縁のあるアーティストが
少ない

【県】推進会議開催

県民のアートを活用した地域づくり
が進んでいない

• 全国的には様々な事例があるが、自分が住んでいる地域でアートを活用
した地域づくりのイメージが持てない

• コーディネーターとして、県民とアーティストを結びづける人がいない

• 障害者や外国人など多様な人がアート活動に取り組むことのできる場がな
く、実施したくても実施できない県民が少なくない

【県】群馬モデル形成事業

アート活動に主体的に取り組む人
が限られている

ロジックツリー R5年度末version 16
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3.具体的な事例のご紹介

③国スポに向けた機運醸成
＜事業概要＞
令和 11（2029）年に国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ大会（以
下、国スポ）に向けた県民の機運醸成。既存の「のぼり」「花いっぱい運動」等か
ら変えていきたいという事業課の思いあり。

• 課題感は定まっている一方で、打ち手
が具体化されていない段階の事業。

• 事業立案段階における整理にロジック
ツリーを活用。

紹介のポイント



3.具体的な事例のご紹介

ステークホルダーの棚卸し

＜実施内容＞

ロジックツリーによる整理

• 関わる主体が多いなかで、「誰を、
どうしたいか」という将来像を整
理。

• 国スポとの関連・影響の強さを
主体ごとに書き出す。

• 設定した３つの将来像 「出場選
手の競技力育成」、「県民のス
ポーツ実施機会増」、「県民のス
ポーツ観戦機会増」から、さらに
ターゲットを細分化し、ターゲット
ごとのボトルネック・解決手段を
検討。

21

③国スポに向けた機運醸成
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国スポに係るステークホルダーの棚卸表

No. Cat. 1 Cat.2 組織・団体部署名
関与・影響度合い

（高い１～３低い）
国スポの準備・開催時に期待する役割 スポーツ政策推進時に期待する役割

参加者 県民 一般来場者（県内） 1 式典参加、競技観戦 日常的なスポーツの実施、プロスポーツ観戦来場

参加者 県民 選手 1 競技会参加 全国・国際大会での入賞、ジュニア・後継世代の育成

参加者 県民 監督 1 競技会参加 全国・国際大会での入賞補助、ジュニア・後継世代の育成

参加者 県民 マネージャー 2 競技会参加 全国・国際大会での入賞補助、ジュニア・後継世代の育成

参加者 県民 ボランティア参加者 1 運営協力、選手支援 大会後のボランティア活動の継続、拡大、スポーツイベントの実施

参加者 県民 関連イベントの参加者 1 国スポ・全スポの開催記念イベントに参加 スポーツや運動を日常生活に取り入れる、地域の人たちとの交流

参加者 県民以外 一般来場者（県外） 2 式典参加、競技観戦、イベント参加 来県を通じて群馬の魅力を知る、観光消費、プロスポーツ観戦来場

参加者 県民以外 皇室 3 競技観戦、地域状況視察 来県による地域振興

支援者 学校 先生（監督以外） 2 大会についての講義、授業等の実施、ボランティア 地域クラブ活動・運動部活動・体育指導の充実

支援者 学校 生徒（選手以外） 2 都道府県応援団、ボランティア、式典パフォーマンス スポーツ活動の定着化、競技力向上、ボランティア参加の継続

支援者 学校 PTA 2 自身の大会参加、子ども参加の引率や補助 スポーツ実施、子どものスポーツ実施の補助

支援者 警察 警察 2 会場警備、周辺交通規制、皇室警護 -

支援者 自衛隊 陸自 3 河川、湖沼での実施の際の安全確保、開会式でのブルーインパルス飛行 -

支援者 県内病院・クリニック 通常の病院 3 選手負傷時の医療行為 -

支援者 県内病院・クリニック スポーツ・アニマルドクター 2 各会場での選手/動物の健康サポート -

支援者 県内事業者 飲食店 2 会場内でのブース出店、キッチンカー、お弁当 -

支援者 県内事業者 飲食料メーカー 2 お土産、記念品の製作 -

支援者 県内事業者 広告代理店 1 歓迎装飾制作、記念映像の作成 -

支援者 県内事業者 建設業 1 会場施設、付帯施設の工事 -

支援者 県内事業者 旅行 1 大会関係者の宿泊、交通の手配 -

支援者 県内事業者 宿泊 1 大会関係者の宿泊先、食事提供 -

支援者 県内事業者 運輸・鉄道 2 大会関係者の輸送提供 -

支援者 障害者支援団体 知的障害者支援団体 1 大会運営の支援、障害のある来場者の支援など 大会後の支援活動の継続、拡大、ボランティア活動の実施

支援者 障害者支援団体 身体障害者支援団体 1 大会運営の支援、障害のある来場者の支援など 大会後の支援活動の継続、拡大、ボランティア活動の実施

支援者 障害者支援団体 精神障害者支援団体 1 大会運営の支援、障害のある来場者の支援など 大会後の支援活動の継続、拡大、ボランティア活動の実施

運営者 県内公共団体 県（準備委員会含む） 1 大会全体の開催準備、大会運営、式典運営 大会後のスポーツ振興事業の継続、長期目標に向けたモニタリング

運営者 県内公共団体 教育委員会 1 学校と県・市町村準備委員会との連携・調整 大会後の学校でのスポーツ活動の支援

運営者 県内公共団体 市町村 2 各競技会開催準備、競技会運営、その他イベント実施 大会後の地域スポーツ振興事業の継続

運営者 県外公共団体 日本スポーツ協会/パラスポーツ協会 1 大会全体の開催準備 国内全体のスポーツ（全体）振興

運営者 県外公共団体 国土交通省 2 河川、道路整備 -

運営者 県外公共団体 文部科学省 2 大会全体の開催準備 国内全体のスポーツ（全体）振興

運営者 県外公共団体 宮内庁 3 皇室対応に向けた調整 -

運営者 県内競技団体 県スポーツ協会/パラスポーツ協会 1 大会全体の開催準備、大会運営、各競技会運営 一般県民のスポーツ実施支援、競技力向上のための施策、施設の維持・管理

運営者 県内競技団体 各競技の県競技団体 1 競技力向上、各競技会の運営 一般県民のスポーツ実施支援、競技力向上のための施策、施設の維持・管理

運営者 県内競技団体 地域スポーツクラブ 2 競技力向上、各競技会の運営補助 一般県民のスポーツ実施支援、競技力向上のための施策、施設の維持・管理

運営者 県外競技団体 各競技　中央競技団体 2 大会運営補助、各競技会運営補助 国内全体のスポーツ（各競技）振興
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4.今後の展望について
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• 査定側（財政課）においてEBPMの観点でロジック
等を指摘する流れを加速させる。

• 政策・施策単位でのロジックツリー等の活用も検討。

• 各部局財務主任によるフォローアップ体制も強化。
• 様々なステージでの伴走案件等を増やすことで、因
果推論の手法で効果検証ができる事業も増やす。

• 職員の標準能力として、使いたいときにしっかり使える
よう、階層別の職員研修など、職員研修で受講する
項目の一つとして追加する。




